川柳メッセージ　　　　福住曲幹

近詠

　矢のごとく終着駅へばく進す　　 言うならば産めよ増やせよ早く死ね

認知症何処まで防ぐ外部脳　　 競い合う病の数と血糖値

居眠りの振りのいらない年となり

初期作品

　土地を食い株食い絵も食い親を食う

痛かろうファーストレディのつねり傷

課題詠

　夢　ふるさとを追われて夢にアユを釣る

　　　君も見たか単位不足の怖い夢

赤　年の瀬は赤穂浪士も忙しい

　　　風船の破裂見守る赤字債

貧困百句

　中流が下流に落ちたこの世紀

　我もまた下流なるかと吟味する

　解禁で貧困社会へ派遣され

　非正規の細切れ時間を買いたたき

　老人も子供も貧し国悲し

　一日を三度に分けて働かせ

　朝新聞昼コンビニに夜お水

　卒業で債務奴隷の仲間入り

　母を待つラーメンテレビ子が一人

　待ちわびて寝た子とテレビ白画面

　叱られぬゲームはすぐに飽きが来る

　笑い合う貧乏などは今はなし

　貧しさもあまりの果ては笑い合い　　吉川雉子朗

　貧乏神顔が険しくなるばかり

　猪も子育てきびし夜なべあと

　マルクスの予言これ程当たるとは

心の師　鶴彬　（二十九歳で獄死）

　手と足をもいだ丸太にしてかへし

　万歳とあげて行った手を大陸において来た

　胎内の尾語気を知るころ骨がつき
